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当社は、フォトンカウンティング領域からnW領域まで
の広い光量範囲 (10桁)において計測が可能なMPPC
モジュールのラインアップを用意しています。MPPCの動
作に必要なアンプ・高圧電源回路などを搭載しており、
電源 (±5 Vなど)を供給するのみで使用可能です。

低ダークカウントを実現した冷却型モジュールから、
温度補償機能を搭載し、安定した計測が可能な非冷却
型モジュールまで幅広いラインアップがあります。MPPC
の初期評価を目的としたスターターキットや、MPPC駆動
用として高精度の温度補償機能を内蔵した高圧電源モ
ジュールも用意しています。

特長1

用途や入射光量 (フォトン数)に応じた広いラインアップ

アナログ信号が必要で比較的入射光量が多い用途
向けのアナログ出力タイプ、フォトンカウンティング用のデ
ジタル出力タイプ、MPPCの初期評価用のスターターキッ
トを用意しています。

高精度の温度補償回路または温度制御回路を搭載

MPPCは、ガイガーモードと呼ばれる増倍率が非常
に高い状態で使用します。周囲温度が変化すると、同じ
逆電圧を印加していても増倍率が変化します。MPPCモ
ジュールには、MPPCの増倍率を一定に保つために、周

囲温度に応じてMPPCの逆電圧を変化させる温度補償
回路、または電子冷却素子を用いて素子温度を一定に
制御する温度制御回路を搭載しています。

温度補償回路では、MPPCの素子の間近に高精度の
温度センサを配置して、MPPCの温度を正確に検出しま
す。増倍率が一定となるように周囲温度に応じた逆電圧
をMPPCに印加することにより、高精度・高安定に増倍
率を維持します。一方、温度制御回路では、電子冷却素
子上にMPPCチップと温度センサを搭載し、温度センサ
からの情報を元にMPPCチップの温度を一定に制御す
ることによって、周囲温度が変わってもMPPCの増倍率
を一定に制御します。

MPPCに最適な信号読み出し回路を搭載

低ノイズの高圧電源を搭載

小型、軽量

[図1] ブロック図 (C13365シリーズ)
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[図2] 測定可能な入射光量範囲
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[図3] 接続例 (アナログ出力タイプ)
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特性3

感度

(1) 光電変換感度 (アナログ出力タイプ)

アナログ出力タイプの場合の光電変換感度は、ある
波長における入射光量をワット (W)で示し、そのときの
MPPCモジュールからの出力電圧を入射光量で割った
値 (単位: V/W)で表されます。

[図5] 光電変換感度－波長 (C13365シリーズ)
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(2) 検出効率 (デジタル出力タイプ)

デジタル出力タイプの場合の検出効率は、MPPCモ
ジュールの検出フォトン数を入射フォトン数で割った値
で、パーセントで表されます。

KACCB0389JA

使い方2

MPPCモジュールに付属している電源ケーブルを用い
て、外部電源に接続します。出力信号は同軸コネクタか
ら出力されます。アナログ出力タイプは、オシロスコープな
どに接続することによって波形をモニタすることができま
す。デジタル出力タイプは、周波数カウンタなどに接続す
ることによってパルス数をカウントすることができます。

[図4] 出力波形
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[図6] 検出効率－波長 (C13366シリーズ)
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(1) アナログ出力タイプ

図7は、アナログ出力タイプ (非冷却型)のダイナミッ
クレンジを示します。受光面サイズ 1.3 × 1.3 mmのタイ
プ (C13365-1350SA)と3 × 3 mmのタイプ (C13365-
3050SA)を比較すると、ピクセル数の多い3 × 3 mmタイ
プの方が優れた直線性を示しています。

入射光量が多くなると、チップの発熱の影響が無視で
きなくなります。このような場合は、入射光のデューティ比
を下げることを推奨します。なお電子冷却型では、素子
温度を一定に制御するため、チップの発熱の影響はほと
んど無視できます。

[図7] 出力電圧－入射光量 (C13365シリーズ)
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(2) デジタル出力タイプ

図8は、デジタル出力タイプのダイナミックレンジを示
します。検出下限はダークカウントで決まるため、受光
面サイズがC13366-3050GD (3 × 3 mm)よりも小さい

KACCB0393JB

KACCB0395JA

C13360-1350GD (1.3 × 1.3 mm)の方が有利です。な
お入射フォトン数が多くなると、出力パルスの重なりに
よって直線性が理想直線から外れてきて、最終的には
パルスが出力されなくなります。

[図8] 検出フォトン数－入射フォトン数 (C13366シリーズ)
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電源モジュール4

MPPCを動作させるためには40〜60 V程度の電圧が
必要であるとともに、周囲温度が変わると増倍率が変わ
るため、温度変化に対して温度補償機能が必要となり
ます。当社は、それらの機能をもった小型の高圧電源モ
ジュールを用意しています。

[図9] 電源モジュール

  

応用例5

フローサイトメトリ

細胞の種類・数・核酸 (DNA, RNA)などを検出するた
めに、細胞を含んだ溶液を高速に流して、レーザ光を照
射します。それにより発生する微弱な蛍光をとらえます。

KACCB0397JA
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半導体レーザ

フォトダイオード

蛍光

散乱光

MPPCモジュール

粒径計測

気体あるいは液体に粒子が入っているチャンバーに
レーザを透過させ、粒子からの散乱光を検出することで
粒子の数量と粒径の分布が得られます。

MPPCモジュール

半導体レーザ

蛍光計測

試薬の微弱な蛍光発光をMPPCモジュールで検出す
ることができます。

MPPCモジュール

サンプル

発光

試薬

KACCC0668JC

KACCC0667JC
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シンチレーション計測

360°に配置されたMPPCモジュールが対消滅γ線を
検出し、癌などのターゲットの位置をとらえます。

MPPCモジュール

癌の
位置情報

被験者

対消滅γ線

Q&A6

推奨する電源を教えてください。

使用されるMPPCモジュールに適した市販の安定化
電源を紹介します。当社営業までお問い合わせください。

MPPCモジュールの増倍率を変えることはできますか？

一部の製品にはゲイン調整ツール (別売)を用意して
いますので、お問い合わせください。

どのような電源ケーブルが付属していますか？

ケーブル長 1 ｍ程度、片端切れ端の電源ケーブルです。

KACCC0745JA
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天災および不適切な使用に起因する損害については、弊社はその責を負いません。
本資料の記載内容について、弊社の許諾なしに転載または複製することを禁じます。

仙台営業所

東京営業所

中部営業所

大阪営業所
西日本営業所

〒980-0021

〒100-0004

〒430-8587

〒541-0052

〒812-0013

宮城県仙台市青葉区中央3-2-1 (青葉通プラザ11階)

東京都千代田区大手町2-6-4 (常盤橋タワー11階)

静岡県浜松市中央区砂山町325-6 (日本生命浜松駅前ビル)

大阪府大阪市中央区安土町2-3-13 (大阪国際ビル10階)

福岡県福岡市博多区博多駅東1-13-6 (いちご博多イーストビル5階)

TEL (022) 267-0121  FAX (022) 267-0135

TEL (03) 6757-4994  FAX (03) 6757-4997

TEL (053) 459-1112  FAX (053) 459-1114

TEL (06) 6271-0441  FAX (06) 6271-0450

TEL (092) 482-0390  FAX (092) 482-0550

光半導体営業推進部 〒435-8558 静岡県浜松市中央区市野町1126-1 TEL (053) 434-3311 FAX (053) 434-5184


